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の元となっている画像から流速変化を計測できるため
これを用いて、流速度変化を計測し平均流速・平均流
量を算出した（fig.1）。
①　エコー検査による時間平均血流速度と PC 法によ

る平均速度の比較 .

平均速度に関しては、線形的に近似しているものの、
R2=0.06417 と相関関係は得られなかった。（fig.2-A）

②　エコー検査による時間平均血流量と PC 法による
平均通過血液量の比較 . （fig.2-B）

　　平均通過血液量に関しては、R2=0.64733 と線形性
の相関関係が得られ、ピアッソン相関係数は0.80457
で p 値＜ 0.001 であった。

③　エコー検査による収縮期最高血流速度と PC 法に
よる最高血流速度の比較 .

　　最高速度に関しても、R2=0.57826 と線形性の相

関関係が得られ、ピアッソン相関係数は 0.76043 で
p 値＜ 0.001 であった。（fig.2-C）

　以上より、時間平均血液流速に関してはエコー検査
と相関が得られなかったが、時間平均血液流量と最高
速度に関して相関が得られる結果となった。

［考　察］

　本研究では時間平均血液流量に関して相関を得られ
たが、時間平均血液流速に相関が得られなかった。通
常血流は、血管弾性力，血液粘性，拍動変化，血圧変
化等の様々な要因により、層流と乱流が混在し流れて
いる（fig.3-a）。エコー検査では、乱流の状態はあま
り反映されず、平均化されて流速変化として計測され
てしまう（fig.3-b）。しかし、PC 法で撮像した流速度は、
ボクセル１つ１つに流速度とベクトル情報を持ってい
るため乱流を反映する計測値となり、血管断面のボク
セル値を平均化し算出しても計測値にバラツキが生じ
たものと考える。
　ベクトル情報を応用し、乱流の評価を行った。任意
の時間で近接するベクトル接線を連続させイメージン
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